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◆長崎国際大に2027年「未来理工学部」新設

長崎国際大は 月６日、佐世保市ハウステンボス町の

キャンパス敷地内か周辺で、新学部「未来理工学部」の

開設を進めると発表した。2027年４月の開設を目指して

おり、県北地域初の理工系学部となる。知能情報学科、

データサイエンス学科、建築・デザイン学科の３学科を

設置。デジタルやグリーン環境など、成長分野の人材を

育成する。

同大を運営する学校法人九州文化学園の安部雅隆法人

本部長は「未来ある学生たちの学びをこれまで以上に強

く支える環境をつくりたい。社会や企業が求める人材、

地域に必要な人材を育成し、貢献したい」と話した。

◆鶴鳴学園の理事、半数が女性に

長崎市の長崎女子高や長崎女子短大を運営する学校法

人鶴鳴学園は 月 日、理事８人の半数を女性にしたと

発表した。法人運営の意思決定の場に多様な視点を取り

入れ、男女が共に活躍する社会の推進を後押しする狙い。

女性理事は新任が▽日比谷松本楼（東京）社長の小坂

文乃さん▽グローバルトラストネットワークス（同）グ

ローバル人材部マネジャーの大宮綾佳さん▽九州大男女

共同参画推進室教授の河野銀子さん―の３人。橋本剛理

事長は「各分野で活躍しており、学生にとってもロール

モデルになる。それぞれが持つネットワークで学生の活

動を後押ししてもらえたら」と話した。

食・農そして未来を考察

長崎県立大学地域創造学部公共政策学科 吉本 諭教授
よしもと・さとし 大村市出
身。北海道大大学院農学院博士後
期課程修了。博士 農学 。専門は
農業経済論・地域経済論。民間の
研究所勤務などを経て、2013年長

崎県立大に着任 年より現職
年食農資源経済学会学術賞、 年
北海道農業経済学会学術賞を受賞
卒業したゼミのＯＢ・ＯＧが開く
同窓会への参加が楽しみの一つ。

卒論通じ養う実践力

地域担う人材を育成

食料・農業・農村がなぜ重要なのか。ど

の程度地域に貢献しているのか―。長崎県

立大地域創造学部公共政策学科の吉本諭教

授は、このテーマについて経済分析を通し

て明らかにする研究に取り組んでいる。

吉本教授によると、日本の国内総生産（Ｇ

ＤＰ）のうち農業の割合は１％ほど。不要

論もある一方、地域は農業をはじめ１次産

業なくしては成り立たない。１次産業によ

る農水産物は食品加工や飲食店など、さま

ざまな経済波及効果があり、地域の雇用を

創出しているからだ。これらの視点からデ

ータ分析を基に重要性を訴えている。

2021年、北海道の食産業全体の構造を分

析した単著『フードシステムの産業連関分

析－北海道の食産業を考える－』（農林統

計出版）を公刊した。自身が大学時代と研

究員時代の 年間を過ごした北海道の食産

業について考察。付加価値率が低く、生産

者がもうかっていない現状や課題をデータ

分析により明らかにした。その上で「北海

道は“原材料供給地域”になっている以

上、原材料から開発努力をして、競争力を

つけていく必要がある」と提言。食農資源

経済学会と北海道農業経済学会の学術賞を

受賞し、高く評価された。

吉本教授が身上とする、丁寧な調査研究

の意義は学生にも伝えている。ゼミでは卒

業論文に重きを置き、３年時から現地調査

を開始。「卒論の中身を充実させることは

もちろん、就職活動で自らの研究を語れる、

社会に出て実態を知った上で意思決定する

訓練になる」と目的を挙げ、地域を担う人

材の育成に力を注いでいる。

これまで卒論を書いたゼミ生は115人で、

そのうち 人が公務員になったほか、民間

企業などに就職 吉本教授の元には卒業生

が県内外から近況報告に訪れる。これまで

の卒業生から贈られた感謝の寄せ書きを眺

め「教え子たちが一番の宝」と目を細める。

年４月から半年間、中国の貴州大学で

国外長期研修を経験した。日本の現状に関

する授業、研究会への参加のほか、自らの

研究につながる日本食への認識に関する研

究も実施。中国で知見や人脈を広げて帰国

した吉本教授は「次の研究への発想や教育

活動を向上させるきっかけが得られた」と

思いを新たにしていた。 （黒川美穂子）
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